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２０２２年９月２０日 日本鉄道労働組合連合会 

ＪＲ貨物連合 第 13 回定期大会・第９回安全ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ 

ＪＲ貨物連合は９月 14 日、東京都内において第 13 回定期大会を開催した。「安全・組織・

政策、各重要課題を組合員一人一人が共有し、取り組み強化を推し進めていこう！」をスロ

ーガンに、構成組織が一丸となり、次なる１年間に力強く臨む運動方針を決定した。また、

引き続き開催した第９回安全ディスカッションでは、各構成組織の職場実態や危険事象等に

ついて報告を受け、課題解決にむけ熱心な討議を行った。 

冒頭、ＪＲ貨物連合の辻村和裕事務局次長（貨物鉄産労書

記長）が挨拶に立ち、①安全の確立、②コロナ禍の取り組み、

③会社の経営動向について触れ、「自然災害が激甚化・多頻

度化する昨今において、鉄道強靭化にむけた取り組みはＪ

Ｒ貨物にとって重要な課題である。山積する政策課題の解

決にむけてＪＲ連合・ＪＲ貨物連合はより一層連携を深め、

政策・政治活動に取り組んでいく」と力強く決意を述べた。 

来賓として、ＪＲ連合から政所大祐事務局長、鎗光俊勝労働政策局長が出席し、代表して

挨拶に立った政所事務局長は、ＪＲ二島・貨物の経営自立をはじめとする政策・政治活動に

言及し、産別組織・運動の重要性を訴えるとともに、この間、ＪＲ貨物連合が幾度にも亘り

組織拡大を果たしている現状を踏まえ、「この組織拡大の流れを止めてはならない。今こそ

労働組合が役割を発揮し、政策実現と組織拡大に奮闘しよう！」と呼び掛けた。 

議事では、執行部による方針提起の後、４名が質疑に立ち、

鉄道強靭化にむけた予算措置や北海道地区における貨物輸送

のあり方、青函共用問題などＪＲ貨物が抱える政策課題や、

こくみん共済 coop 契約移転、職場の業務課題等を発意した。

執行部答弁を経て、すべての議案が満場一致で承認され、最

後に団結ガンバローで定期大会を締めくくった。 

 
 大会後に開催した第９回安全ディスカッションでは、昨年度発生した鉄道運転事故や取扱

い誤り、さらには労働災害等の事象について、あらためてその原因と課題を振り返った。 

その後の意見交換において、各ロジスティクス労組より長時間に亘って連続作業を強いられ

る現場の実態や危険が潜む労働環境など安全に関する諸課題について発言があり、共有化を

図るとともに、改善にむけて熱心に議論を深めた。課題を集約のうえ、今後、会社に改善を

求めていくとともに、ＪＲ連合とも連携を深め、より一層の世話役活動の強化と組織拡大に

取り組んでいくことを全体で確認した。 

挨拶を行うＪＲ貨物連合 辻村事務局次長（左）、 

来賓挨拶を行うＪＲ連合 政所事務局長（右） 


